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日本銀行のレポートから
　日本銀行では、本支店・事務所が企業への聞き取り調査等を通じて行っている各地域の経済金融情勢
に関する調査の結果を、「地域経済報告」（さくらレポート）として、年4回（1月、4月、7月、10月）
の支店長会議の機会ごとに取りまとめています。また、今回取り上げる「地域経済報告」（さくらレポー
ト）別冊シリーズは、地域経済の中長期的な構造問題に重点を置き、その時々の景気情勢に
焦点を当てている「地域経済報告」を補完する位置づけの調査です。
＊全文は日本銀行ホームページに掲載されています。https://www.boj.or.jp/research/brp/rer/index.htm

「
地
域
経
済
報
告
」（
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
）

Ⅰ・
各
地
域
の

　
　
景
気
判
断
の
概
要

　
　
￨
二
〇
二
三
年
一
月
￨

　

各
地
域
の
景
気
の
総
括
判
断

を
み
る
と
、
資
源
高
の
影
響
な

ど
を
受
け
つ
つ
も
、
供
給
制
約

の
影
響
が
和
ら
ぎ
、
感
染
抑
制

と
経
済
活
動
の
両
立
も
進
む
も

と
で
、
多
く
の
地
域
で
「
持
ち

直
し
て
い
る
」、「
緩
や
か
に
持

ち
直
し
て
い
る
」
な
ど
と
し
て

い
る
。

（注）前回との比較の「　　」、「　　」は、前回判断に比較して景気の改善度合いまたは悪化度合いが変化し
たことを示す（例えば、改善度合いの強まりまたは悪化度合いの弱まりは、「　　」）。なお、前回に比較し景
気の改善・悪化度合いが変化しなかった場合は、「　　」となる。

【22/10月判断】 前回との
比較 【23/1月判断】

北海道 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している

東　北 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している

北　陸 基調としては持ち直している 持ち直している

関　東
甲信越

感染抑制と経済活動の両立が進
み、供給制約の影響が和らぐもと
で、基調として持ち直している

感染抑制と経済活動の両立が進む
もとで、持ち直している

東　海 持ち直しの動きが一服している 横ばいで推移している

近　畿
感染症の影響が和らぐもとで、全
体として持ち直している

感染症抑制と経済活動の両立が進
むもとで、持ち直している

中　国 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している

四　国
一部に供給制約の影響がなお残る
中、全体としては緩やかに持ち直
している

緩やかに持ち直している

九州・
沖縄

緩やかに持ち直している 持ち直している
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１
．
は
じ
め
に

　

わ
が
国
の
経
済
を
み
る
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
抑
制
と
経
済
活
動
の
両
立
が

進
む
中
で
、
再
び
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ

て
い
る
。
先
行
き
は
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
が
一
段
と
進
む
と
見
込
ま
れ
る
ほ

か
、
人
口
に
占
め
る
就
業
者
の
割
合
も
、

こ
れ
ま
で
の
女
性
・
高
齢
者
等
の
活
躍
推

進
の
結
果
、
以
前
に
比
べ
て
高
ま
っ
て
お

り
、
更
な
る
上
昇
余
地
は
限
ら
れ
て
き
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
マ
ク
ロ
の
成
長
力
を

維
持
・
強
化
す
る
と
と
も
に
、
持
続
的
な

賃
金
引
き
上
げ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
労
働
生
産
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が

よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
（
図
表

１
、２
）。
ま
た
、
労
働
生
産
性
引
き
上
げ
に

際
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
脱
炭

素
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
原
材
料
価
格
の

上
昇
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

へ
の
対
応
と
い
う
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
近
年
の
変
化
に
着

目
し
な
が
ら
、
地
域
の
企
業
の
取
り
組
み

ス
タ
ン
ス
や
そ
の
背
景
を
確
認
し
、
そ
の

う
え
で
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
整

理
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
に
つ
い
て
企
業

の
認
識
を
整
理
す
る
。

２
．
労
働
生
産
性
向
上
に
向
け
た

　
　

企
業
の
取
り
組
み
ス
タ
ン
ス

　

地
域
の
企
業
に
お
け
る
労
働
生
産
性
向

上
へ
の
取
り
組
み
ス
タ
ン
ス
を
う
か
が
う

と
、
企
業
規
模
や
業
種
等
に
よ
り
温
度
差

は
あ
る
が
、
最
近
の
様
々
な
環
境
変
化
に

対
応
す
る
か
た
ち
で
積
極
化
す
る
先
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
の
背
景
と
し
て
は
、
①

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
加
え
、
働
き
方

改
革
の
推
進
も
あ
っ
て
、
人
手
不
足
感
が

高
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
禍
、

デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭
素
化（
注
１
）
と
い
っ

た
近
年
に
お
け
る
社
会
・
経
済
の
変
化
に
伴

う
需
要
の
変
容
が
、
収
益
獲
得
に
向
け
た

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
あ
る
い
は
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
③
原
材
料
価
格
上
昇
等
に
よ
る
コ

ス
ト
増
大
は
、
企
業
に
経
営
効
率
化
を
促

す
一
方
で
、
値
上
げ
の
広
が
り
が
、
自
社

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化
を
進
め

て
い
る
面
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
④
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
発
達
・
普
及
が
一
段
と
進
ん
で
い

る
ほ
か
、
副
業
・
兼
業
な
ど
企
業
の
枠
を
越

え
た
経
営
資
源
の
活
用
が
促
進
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
対
応
手
段
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
後
押
し
と
な
っ
て

い
る
。

　

た
だ
し
、
中
小
の
非
製
造
業
を
中
心
に
、

労
働
生
産
性
の
向
上
策
の
う
ち
、
ま
と
ま
っ

た
金
額
の
支
出
が
先
行
す
る
Ｉ
Ｔ
投
資
等

に
は
消
極
的
な
先
も
少
な
く
な
い
。
こ
の

理
由
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

財
務
状
況
の
悪
化
や
、
足
も
と
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
原
材
料
価
格
等
の
上
昇
に
よ
る
収
益

の
下
押
し
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
に

Ｉ
Ｔ
関
連
投
資
に
は
投
資
採
算
の
面
で
不

確
実
性
が
伴
う
中
、
中
小
企
業
を
中
心
に

リ
ス
ク
の
大
き
さ
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。

３
．
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

　

労
働
生
産
性
と
は
、
労
働
投
入
量
（
総

労
働
時
間
数
ま
た
は
従
業
員
数
）
一
単
位

当
た
り
の
付
加
価
値
額
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
労
働
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
は
、（
１
）
付
加
価
値
額
の
増
大
、（
２
）

労
働
投
入
量
の
節
約
の
二
つ
に
大
別
で
き

る
（
図
表
３
）。
今
回
の
調
査
で
は
、
即
効

性
や
効
果
の
見
え
や
す
さ
な
ど
か
ら
、（
２
）

の
事
例
の
方
が
よ
り
多
く
み
ら
れ
た
も
の

の
、（
１
）
に
つ
い
て
も
、
全
国
の
様
々
な

Ⅱ・
別
冊
「
地
域
の
企
業
に
お
け
る

　
　　
　
　
労
働
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
課
題
」

￨
二
〇
二
二
年
十
二
月
￨

（
注�

１
）
気
候
変
動
を
巡
る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

は
、
ニ
〇
二
二
年
六
月
二
十
一
日
「
地
域
の
企
業

に
お
け
る
気
候
変
動
を
巡
る
取
り
組
み
と
課
題
」

（https://w
w
w
.boj.or.jp/research/brp/rer/

rerb220621.htm

）
も
参
照
。
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業
種
・
規
模
の
企
業
で
積
極
的
な
取
り
組

み
事
例
が
み
ら
れ
た
。
特
に
、デ
ジ
タ
ル
化
、

脱
炭
素
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
機
と
し
た

企
業
・
個
人
の
需
要
の
変
容
と
い
っ
た
近

年
の
環
境
変
化
の
も
と
で
、
新
た
な
成
長

機
会
を
見
出
す
先
が
増
え
て
い
る
点
に
特

徴
が
あ
る
。

（
１
）
付
加
価
値
額
の

　
　

 

増
大
に
向
け
た
取
り
組
み

　

付
加
価
値
額
の
増
大
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
は
、
①
高
成
長
が
期
待
で
き
る

事
業
分
野
を
開
拓
・
強
化
す
る
動
き
、
②

既
存
製
品
の
販
路
拡
大
等
に
よ
る
稼
働
率

の
引
き
上
げ
、
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
①
に
つ
い
て
み
る
と
、
具
体

的
な
事
業
分
野
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

脱
炭
素
化
、
お
よ
び
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を

契
機
と
し
た
個
人
・
企
業
の
行
動
変
化
に

関
連
し
た
も
の
が
目
立
つ
。
各
々
に
つ
い

て
具
体
例
を
み
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
で

は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
新
た
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
提
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0

（図表１）わが国の経済成長率

（注）２０２２年以降の１５歳以上人口増加率は、将来人口の

推計値（出生中位、死亡中位のケース）より算出。

（出所）総務省、内閣府、国立社会保障・人口問題研究所

（図表２）わが国の人口推移

（注）２０２２年以降の推計人口は、将来人口の推計値（出生

中位、死亡中位のケース）より算出。

（出所）総務省、国立社会保障・人口問題研究所
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供
す
る
動
き
が
増
加
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

生
産
用
機
械
メ
ー
カ
ー
等
で
は
、
Ａ
Ｉ
や

画
像
認
識
技
術
を
活
用
し
た
調
理
用
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
に
よ
る
各
種
機

器
の
動
作
の
最
適
化
、
Ｖ
Ｒ
の
活
用
に
よ

る
保
守
工
事
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
遠
隔
操
作
の

可
能
化
、
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
住
宅
関
連
企
業
で
も
、
仮
想

空
間
（
メ
タ
バ
ー
ス
）
上
で
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
を
公
開
し
、
臨
場
感
あ
る
体
験
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
例
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
新
た
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
も
含

め
、
経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
全
般
を
ハ
ー
ド

面
か
ら
支
え
る
半
導
体
等
の
製
造
業
で
は
、

中
長
期
的
に
高
成
長
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

事
業
を
強
化
し
て
い
く
先
が
多
い
。
脱
炭

素
関
連
で
は
、
顧
客
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削

減
に
貢
献
す
る
事
業
は
、
今
後
さ
ら
な
る

需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
例
え
ば
、
Ｅ
Ｖ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
関
連

事
業
を
積
極
化
す
る
例
が
み
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
個

人
・
企
業
の
行
動
変
化
を
踏
ま
え
、
宿
泊
・

飲
食
・
旅
行
な
ど
で
は
、
団
体
利
用
か
ら

個
人
利
用
へ
の
需
要
シ
フ
ト
の
定
着
を
見

込
み
、
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
動
き
が
あ
る
。

例
え
ば
、
宴
会
場
を
廃
止
す
る
一
方
で
客

室
の
高
付
加
価
値
化
を
進
め
た
り
、
屋
外

型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
体
験
型
の
コ
ン

テ
ン
ツ
を
プ
ラ
ン
に
組
み
込
む
な
ど
し
て

顧
客
ニ
ー
ズ
を
捕
捉
す
る
動
き
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
う
ち
、
特
に
新

規
の
事
業
分
野
の
開
拓
・
強
化
に
際
し
て

は
、
新
た
な
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と

な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
設
備

投
資
の
ほ
か
、
研
究
開
発
投
資
、
Ｍ
＆
Ａ
、

即
戦
力
人
材
の
経
験
者
採
用
、
副
業
・
兼

業
人
材
の
活
用
、
既
存
の
従
業
員
を
対
象

と
し
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
等
の
人
材
投
資
を

積
極
化
し
、
将
来
の
収
益
力
向
上
を
図
る

動
き
も
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
②
の
既
存
製
品
の
販
路
拡
大
等

に
よ
る
稼
働
率
の
引
き
上
げ
の
動
き
に
つ

い
て
み
る
と
、
自
前
の
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売

や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
、
外
部
の
Ｅ
Ｃ

（
注
２
）
サ
イ
ト
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
国

内
顧
客
層
の
拡
大
や
輸
出
の
強
化
に
取
り

組
む
例
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
へ
の
取
り
組
み
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍

を
機
に
ネ
ッ
ト
通
販
の
利
用
者
が
拡
大
し
た

こ
と
が
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。

（
２
） 

労
働
投
入
量
の
節
約
に
向
け
た

　
　

  

取
り
組
み

　

労
働
投
入
量
の
節
約
に
向
け
た
取
り
組

み
は
、
①
自
動
化
・
省
力
化
投
資
と
②
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
に
大
別
で
き

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
は
、
従
来
か

ら
の
延
長
線
上
に
あ
る
取
り
組
み
と
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
発
達
・
普
及
に
支
え
ら
れ

た
新
た
な
取
り
組
み
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
非
接
触
ニ
ー

ズ
や
少
人
数
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性

の
高
ま
り
な
ど
も
後
押
し
と
な
り
、
取
り

組
み
に
弾
み
が
つ
い
て
い
る
。

　
①
自
動
化
・
省
力
化
投
資

　

労
働
投
入
量
を
節
約
す
る
た
め
、
自
動

化
・
省
力
化
投
資
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、（
イ
）
従
来
型
の
取
り
組
み

と
し
て
、
生
産
部
門
や
管
理
部
門
を
中
心

と
す
る
定
型
的
な
業
務
の
省
力
化
が
一
段

と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、（
ロ
）

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
人

手
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
み
ら
れ
て
き

た
対
人
業
務
や
、
従
業
員
の
経
験
・
勘
な

ど
の
暗
黙
知
に
支
え
ら
れ
て
い
る
高
技
能

業
務
に
お
い
て
も
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
自
動
化
・

省
力
化
投
資
が
中
小
企
業
を
含
め
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、（
イ
）
の
例
と
し
て
は
、

生
産
工
程
の
機
械
化
や
、
経
理
部
門
な
ど

の
事
務
作
業
に
お
い
て
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
注
３
）
を

活
用
す
る
動
き
が
あ
る
ほ
か
、
小
売
な
ど

で
は
セ
ル
フ
レ
ジ
対
応
の
動
き
も
広
が
っ

て
い
る
。（
ロ
）
の
例
と
し
て
は
、
飲
食
店

に
お
い
て
電
話
応
対
か
ら
予
約
ま
で
を
自

動
対
応
す
る
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る
動
き
の
ほ

か
、
ベ
テ
ラ
ン
従
業
員
の
退
職
な
ど
も
念

（
注�

２
）Electronic�C

om
m
erce

（
電
子
商
取
引
）

の
略
語
。

（
注�

３
）Robotic�Process�Autom

ation

の
略
語
。

こ
れ
ま
で
人
間
の
み
が
対
応
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
た
作
業
等
を
、
人
間
に
代
わ
り
実
施
で
き
る
技

術
を
活
用
し
て
代
行
・
代
替
す
る
取
り
組
み
。
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頭
に
、
従
業
員
の
暗
黙
知
を
シ
ス
テ
ム
化

す
る
こ
と
で
、
生
産
設
備
の
不
具
合
の
早

期
発
見
や
職
人
に
よ
る
仕
上
が
り
の
再
現

を
図
る
動
き
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
は
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
外

部
人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
り
、

他
社
と
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
な
ど
に
よ

り
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
②
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し

　

労
働
投
入
量
の
節
約
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
は
、
人
か
ら
設
備
へ
の
転
換
を
進
め

る
も
の
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス

の
見
直
し
を
通
じ
て
実
現
す
る
も
の
も
幅
広

く
聞
か
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、（
イ
）

従
来
型
の
取
り
組
み
を
一
段
と
進
め
る
動
き

の
ほ
か
、（
ロ
）
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
・

普
及
に
支
え
ら
れ
た
新
た
な
取
り
組
み
の
双

方
が
あ
る
。

（
イ
）
従
来
型
の
取
り
組
み
を
一
段
と
進
め
る

　
　 

動
き

　

第
一
に
、
従
業
員
の
機
能
度
向
上
を
通
じ

て
労
働
投
入
量
を
節
約
す
る
動
き
で
あ
る
。

典
型
的
に
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
を
通
じ
て
個
々

の
従
業
員
の
能
力
や
習
熟
度
を
高
め
る
こ
と

で
、
限
ら
れ
た
人
員
で
も
、
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
維
持
し
つ
つ
、
繁
閑
等
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
例
が
み
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
出
勤
体
制
の
不
安
定
化

や
少
人
数
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
こ
と
で
加
速
し
た
面
も
あ
る
。

　

第
二
は
、
付
加
価
値
額
の
多
寡
に
応
じ

た
業
務
範
囲
の
見
直
し
等
の
動
き
で
あ
る
。

典
型
例
は
、
小
売
店
等
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
に
深
夜
時
間
帯
の
来
店
客
数
が

減
少
し
た
こ
と
を
受
け
、
夜
間
営
業
を
取

り
や
め
る
動
き
で
あ
る
。
ま
た
、
運
輸
業

者
が
過
疎
地
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
同
業

他
社
と
共
同
で
行
う
な
ど
、
他
社
と
の
間

で
一
部
業
務
の
統
合
・
共
通
化
や
分
業
な

ど
に
取
り
組
む
動
き
も
あ
る
。

（
ロ
）
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
る
動
き

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
情
報
通
信

技
術
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
業
務
の
効
率

化
を
進
め
る
例
が
み
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
契
機
と
な
っ
て
普
及
し
た

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
人
事
管
理
の
難
し
さ
な
ど
を
指
摘
す

る
声
は
あ
る
も
の
の
、
幅
広
い
企
業
か
ら
、

遠
隔
地
か
ら
の
指
示
・
監
督
や
商
談
等
が
可

能
と
な
り
、
労
働
生
産
性
向
上
を
実
現
で
き

て
い
る
と
の
指
摘
が
聞
か
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、

例
え
ば
、
タ
ク
シ
ー
会
社
で
は
、
ス
マ
ホ
・

ア
プ
リ
の
活
用
に
よ
り
、
従
来
の
「
流
し
」

よ
り
も
効
率
よ
く
顧
客
を
獲
得
で
き
て
い
る

と
の
声
も
聞
か
れ
て
い
る
。

４
．
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
の

　
　

 

課
題
と
解
決
に
向
け
た
動
き

　

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
地
域
の
企
業

は
最
近
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る
か
た
ち

で
労
働
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
そ
の
過
程
で
は
課
題
に
直
面
す
る
先

も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
課
題
の
解
決

に
向
け
、
地
域
の
行
政
機
関
や
経
済
団
体
、

金
融
機
関
、
教
育
・
研
究
機
関
な
ど
で
は

支
援
・
連
携
に
取
り
組
む
動
き
も
あ
る
。

（
１
）
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
の

　
　

  

課
題

　
①
専
門
性
を
有
す
る
人
材
の
不
足

　

デ
ジ
タ
ル
分
野
や
脱
炭
素
分
野
を
中
心

に
、
専
門
性
を
有
す
る
人
材
の
不
足
を
指

摘
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。
特
に
デ
ジ

タ
ル
分
野
の
人
材
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏

を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
圏
に
集
中
し
て

お
り
、
中
小
企
業
だ
け
で
な
く
大
企
業
か

ら
も
、
大
都
市
圏
か
ら
離
れ
た
地
域
に
立

地
す
る
事
業
所
で
は
採
用
を
試
み
て
も
応

募
が
な
い
と
か
、
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ

て
も
応
募
が
少
な
い
、
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
間
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
普
及
や
副
業
・
兼
業
を
認
め
る
企
業

の
増
加
を
背
景
に
、
遠
隔
地
の
副
業
人
材

を
登
用
で
き
て
い
る
先
も
み
ら
れ
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
う
か
が
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
は
、
リ
ス
キ

リ
ン
グ
等
を
通
じ
た
社
内
人
材
の
育
成
を

積
極
化
す
る
動
き
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、

リ
ス
キ
リ
ン
グ
等
の
人
材
投
資
は
今
の
と
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こ
ろ
大
手
企
業
が
中
心
で
あ
り
、
中
小
企

業
で
は
、
そ
も
そ
も
の
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
の

ほ
か
、
人
繰
り
や
財
務
面
の
余
裕
の
乏
し

さ
な
ど
か
ら
、
実
践
で
き
て
い
な
い
先
が

多
い
よ
う
に
う
か
が
わ
れ
る
。

　
②
労
働
生
産
性
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な

　
　 

経
営
戦
略
の
策
定
・
実
践
の
難
し
さ

　

労
働
生
産
性
向
上
に
資
す
る
具
体
的
な

経
営
戦
略
を
策
定
す
る
に
は
、
利
用
可
能

な
施
策
の
メ
ニ
ュ
ー
や
、
そ
れ
ら
の
費
用

対
効
果
等
に
関
す
る
情
報
が
必
要
と
な
る
。

こ
う
し
た
情
報
の
入
手
に
は
有
形
無
形
の

コ
ス
ト
が
伴
い
う
る
が
、
と
り
わ
け
、
デ

ジ
タ
ル
分
野
に
つ
い
て
は
、
そ
の
専
門
性

や
技
術
進
歩
の
速
さ
な
ど
か
ら
、
的
確
な

情
報
入
手
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
戦
略
を
効
果
的
に
実
践
す
る

に
は
、
高
い
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
に
な

る
ほ
か
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
う
え
で
は
、
必
要

な
業
務
面
・
組
織
面
の
変
化
を
受
け
入
れ
る

社
内
的
な
土
壌
が
重
要
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
、
今
回
の
調
査
で
は
、
労
働
生

産
性
向
上
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
も
の

の
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る
情
報
不
足

等
を
理
由
に
具
体
的
な
経
営
戦
略
を
策
定

で
き
て
い
な
い
と
す
る
先
が
少
な
く
な
か

っ
た
。
ま
た
、
戦
略
は
策
定
し
た
も
の
の
、

Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
、

さ
ら
に
は
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
現
場
の
抵
抗
感

な
ど
か
ら
、
実
践
の
段
階
で
困
難
に
直
面

し
て
い
る
先
も
み
ら
れ
た
。

　
③
企
業
の
自
助
努
力
の
限
界

　

商
慣
行
や
消
費
者
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
ば

ら
つ
き
な
ど
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
企
業
の

自
助
努
力
だ
け
で
は
、
す
ぐ
に
は
十
分
な

効
果
を
発
揮
で
き
な
い
と
の
指
摘
も
聞
か

れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
法
人
間
の
取
引
で
は
、
受
発

注
業
務
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
よ
う

と
し
て
も
取
引
先
が
電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
等
の
ア
ナ
ロ
グ
対
応
を
続
け
る
も
と
で

効
率
化
を
進
め
ら
れ
な
い
と
の
指
摘
が
あ

る
ほ
か
、
小
売
で
は
、
消
費
者
が
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
に
不
慣
れ
で
あ
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ

化
に
よ
る
十
分
な
効
果
を
享
受
で
き
て
い

な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
２
）
課
題
解
決
に
向
け
た
動
き

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
地
域
の
行
政

機
関
、
経
済
団
体
、
金
融
機
関
、
大
学
等

の
教
育
・
研
究
機
関
な
ど
で
も
支
援
・
連

携
に
取
り
組
む
動
き
が
み
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
外
部
人
材
の
活
用
や
人
材
育
成

の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
の
た
め
の
計

画
策
定
や
そ
の
実
践
を
支
援
す
る
動
き
が

あ
る
。
ま
た
、
個
々
の
企
業
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
例
え
ば
、
新
技
術
に
つ
い
て
企

業
と
研
究
機
関
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
り
、

販
路
の
拡
大
を
支
援
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う

し
た
支
援
と
並
ん
で
、
企
業
の
取
り
組
み

を
補
助
金
等
に
よ
り
資
金
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
す
る
動
き
も
あ
る
。

５
．
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
全
国
各
地
域

の
経
済
で
は
、
人
手
不
足
感
が
高
ま
る
と

同
時
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

脱
炭
素
化
と
い
っ
た
環
境
変
化
に
も
直
面

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
労
働
生
産
性
の
向
上
を

図
る
に
は
、
従
来
の
延
長
線
上
で
の
省
力

化
投
資
等
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
個
人
が

世
の
中
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
上
手
く
適
応

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
は
、
新
た
な
知
識
・
ス
キ
ル
を

習
得
す
る
リ
ス
キ
リ
ン
グ
等
の
人
材
投
資

や
、
必
要
な
人
材
や
資
金
が
成
長
分
野
・

企
業
に
円
滑
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い

て
は
、
地
域
の
行
政
機
関
、
経
済
団
体
、

金
融
機
関
、
教
育
・
研
究
機
関
な
ど
と
の

連
携
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

企
業
や
個
人
が
環
境
変
化
へ
の
適
応
力

を
ど
れ
だ
け
発
揮
で
き
る
か
に
よ
っ
て
、

各
地
域
の
経
済
成
長
力
は
大
き
く
左
右
さ

れ
う
る
。
今
後
、
各
地
域
に
お
い
て
前
向

き
な
取
り
組
み
が
一
段
と
進
展
し
、
賃
金

上
昇
を
含
め
た
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。




